
 

国
道
２
０
０
号
バ
イ

パ
ス
が
走
り
ぬ
け
る
勢

田
（
旧
頴
田
町
）
に
あ
る

大
平
山
（
お
お
ひ
ら
や

ま
）
は
、
合
併
で
市
有
地

に
な
っ
た
ば
か
り
。
も
と

も
と
は
地
元
保
有
で
し

た
。
こ
の
山
林
を
飯
塚
市

が
、
地
元
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
売
却
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
強
引
な
や

り
方
の
背
景
に
何
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

市
有
地
売
却
に
関
す
る
市
の
規
則
に
は
、

「
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
と
共
に
、
財
政

の
運
営
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
総
合
的
に
考

慮
し
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
公

有
財
産
管
理
規
則
第
３
２
条
）
と
あ
り
ま
す
。

「
お
金
に
な
れ
ば
い
い
」
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
地
元
へ
の
説
明
で
市
は
、「
ど
ん

な
開
発
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」「
災
害
対
策

は
業
者
が
、
法
律
に
も
と
づ
い
て
何
と
か
す

る
」
と
く
り
か
え
し
て
い
ま
す
。 

「
裁
判
も
辞
さ
な
い
」
と
の
反
対
意
見
に

も
市
は
、
売
却
を
進
め
る
姿
勢
を
く
ず
し
て

い
ま
せ
ん
。
市
の
強
硬
な
姿
勢
の
背
後
に
あ

る
の
は
、
市
の
財
政
事
情
ば
か
り
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
不
透
明
な
部
分

に
メ
ス
を
入
れ
、
大
平
山
を
守
る
た
め
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
ま
す
。 

経過（2007年） 

11 月 市に業者から開発計画の打診 

（2008 年） 

6 月 管財課が売却を決定 

9 月 測量実施 

10 月 上下水道局と協議 

11 月 不動産鑑定を実施 

11―12 月 地元自治会長に説明 

12 月 地元説明会で反対多数（3日） 

（2009 年） 

1 月 地元説明会 

1 月 地元に住む市職員にだけ説明会 

2 月 地元説明会 

2 月 市議会総務委員会（10 日） 

売
却
を
進
め
る
き
っ
か
け
は
、「
開
発
行
為

の
打
診
が
あ
っ
た
こ
と
」
と
市
は
い
い
ま
す
。

面
積
は
９
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
配
水
池
や
墓

地
を
除
く
市
有
地
の
大
半
で
す
。
価
格
は
、

１
億
２
千
万
か
ら
１
億
５
千
万
円
と
み
ら
れ

ま
す
。
購
入
業
者
は
、
山
を
く
ず
し
真
砂
土

を
販
売
す
れ
ば
、
莫
大
な
利
益
に
な
り
ま
す
。 

地
元
の
下
勢
田
地
区
（
約
７
０
戸
）
は
、

急
傾
斜
の
南
側
に
あ
り
、
大
平
山
か
ら
の
水

が
集
ま
り
ま
す
。
７
・
１
９
大
水
害
で
は
、

家
屋
や
水
田
が
浸
水
、
が
け
崩
れ
も
各
所
で

起
き
ま
し
た
。
開
発
に
よ
る
災
害
が
心
配
さ

れ
る
の
は
当
然
で
す
。 

旧頴田町航空写真より。白線で囲んだ部分を売却。 

 


